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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第75期

第３四半期連結累計期間
第75期

第３四半期連結会計期間
第74期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日

自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高 (千円) 27,794,252 9,290,791 39,903,476

経常利益 (千円) 672,332 210,248 1,448,332

四半期(当期)純利益 (千円) 328,834 75,133 504,289

純資産額 (千円) ─ 7,324,591 7,451,053

総資産額 (千円) ─ 29,484,175 26,044,125

１株当たり純資産額 (円) ─ 170.45 174.63

１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) 9.42 2.15 14.46

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ─ 20.20 23.39

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,021,232 ─ 1,230,812

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △4,586,072 ─ △1,116,615

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 3,671,113 ─ △628,311

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ─ 2,928,892 2,796,682

従業員数 (名) ─ 872 881

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

    ん。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容に重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 872

(注) 従業員数は、従業人員であります。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年12月31日現在

従業員数(名) 138

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　従業員数には、出向社員39名、臨時雇員11名及び嘱託9名は含んでおりません。

３　従業員数が当第３四半期会計期間において25名減少しておりますが、主として平成20年10月１日付で、札幌事

業所の小売事業を連結子会社の東邦北海道株式会社に譲渡したことに伴う出向によるものであります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円)

ガス関連事業 213,472

器具器材関連事業 ―

その他事業 68,503

合計 281,975

(注) １　金額は製造原価によっております。
２　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円)

ガス関連事業 3,864,410

器具器材関連事業 2,364,431

その他事業 323,141

合計 6,551,983

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円)

ガス関連事業 6,300,331

器具器材関連事業 2,609,918

その他事業 380,541

合計 9,290,791

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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３ 【財政状態及び経営成績の分析】

　

(1) 経営成績の分析

　当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国のサブプライムローン問題に端を発した金融市

場の混乱による株価の急落、急激な円高進行などが企業収益を圧迫し、設備投資の減少、雇用環境の悪化

につながるなど、景気減速が一層強まる展開となりました。

　当業界におきましても、主需要先である鉄工・半導体・建設機械産業等の生産が、景気の減速に伴って

秋口以降急激に減少し、厳しい状況の中で推移いたしました。当社グループの主たる市場である東北・北

海道地域の経済も、後退傾向を強めております。製造業では電子部品・輸送機械工業を中心に悪化が見ら

れました。

　このような状況下において、当社グループは一般ガスの販売価格改善に取組み、コスト上昇分の価格転

嫁を進めた結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は92億90百万円、営業利益は2億1百万円、経常利益

は2億10百万円、四半期純利益は75百万円となりました。

　　

事業の種類別セグメントの状況は、以下のとおりであります。

　

ガス関連事業

ガス関連事業におきましては、溶解アセチレンは、東北地区の溶接・溶断向け需要減少等の影響を受け

販売数量は減少しましたが、原料値上がりに対応した製品値上げの影響から売上高は増加いたしました。

酸素・窒素・アルゴン・水素等につきましては、電子部品・石英加工・電気機械産業向けの需要の減少

により、売上高は前年同期を下回る結果となりました。液化石油ガスは、価格高騰に伴う消費の節減と他

エネルギーとの競合等により、売上高は数量・金額ともに減少いたしました。

　以上の結果、当部門の売上高は63億円、営業利益は4億54百万円となりました。

 

器具器材関連事業

器具器材関連事業におきましては、溶接切断器具・生活関連器具ともに全般的な需要の停滞により売

上高が減少いたしました。

　以上の結果、当部門の売上高は26億9百万円、営業損失が6百万円となりました。　

　

その他事業

その他事業におきましては、製氷・冷凍機械の売上高は製品の引渡しの増加により前年同期を上回っ

たものの、自動車関連機器の売上高は前年同期を下回り、ほぼ前年同期並みの結果となりました。

　以上の結果、当部門の売上高は3億80百万円、営業利益は4百万円となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

　流動資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ2億26百万円の減少となりました。この主な要因は、現金

及び預金が減少したことによるものであります。

　固定資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ31百万円の減少となりました。この主な要因は、有形固定

資産の減価償却費の増加及び投資有価証券の時価額が下落したことによるものであります。

　この結果、総資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ2億58百万円減少し294億84百万円となりました。

 

（負債）
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流動負債は、第２四半期連結会計期間末に比べ3億17百万円の増加となりました。この主な要因は、支払

手形及び買掛金が増加したことによるものであります。

　固定負債は、第２四半期連結会計期間末に比べ6億15百万円の減少となりました。この主な要因は、長期

借入金が減少したことによるものであります。

　この結果、負債合計は、第２四半期連結会計期間末に比べ2億97百万円減少し221億59百万円となりまし

た。

 

（純資産）

純資産は、第２四半期連結会計期間末に比べ39百万円増加し73億24百万円となりました。この主な要因

は、利益剰余金が増加したことによるものであります。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、29億28百万

円となり、第２四半期連結会計期間末より6億38百万円減少いたしました。

　なお、各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は4億10百万円となりました。この主な要因は、仕入債務の増加によるも

のであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は3億円となりました。この主な要因は、固定資産の取得による支出によ

るものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は7億49百万円となりました。この主な要因は、借入金の返済による支出

によるものであります。

　
　
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間の研究開発費の総額は14百万円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更又は重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年２月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 35,020,00035,020,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数1,000株

計 35,020,00035,020,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

― 35,020 ― 2,261,000 ― 885,000

　

(5) 【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式        30,000

― 単元株式数1,000株

(相互保有株式)
普通株式　     136,000

― 同上

完全議決権株式(その他) 普通株式    34,757,000 34,757同上

単元未満株式 普通株式　      97,000 ―
一単元(1,000株)未満の
株式

発行済株式総数             35,020,000 ― ―

総株主の議決権 ― 34,757 ―

(注)　１　上記「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が45,000株（議決権45

　　個）含まれております。

２　「単元未満株式」の普通株式には、自己株式288株を含めて記載しております。

　

② 【自己株式等】

平成20年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）

東邦アセチレン株式会社

 
 
東京都中央区東日本橋
二丁目４番10号

30,000 ― 30,000 0.09

（相互保有株式）

カガク興商株式会社
宮城県石巻市門脇字中浦
８５―６

130,000 ― 130,000 0.37

三協建設工業株式会社
山形県酒田市松美町
１―３９

6,000 ― 6,000 0.02

計 ― 166,000 ― 166,000 0.47
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月 　１０月 　１１月 　１２月

最高(円) 112 123 130 114 107 96 86 80 77

最低(円) 93 104 107 102 91 75 62 62 61

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成

20年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けてお

ります。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,071,521 2,871,232

受取手形及び売掛金 ※４, ※６
 8,539,828

※４
 8,940,986

有価証券 － 5,857

商品 1,057,194 976,150

製品 55,602 44,214

原材料 36,437 28,010

仕掛品 64,183 9,405

貯蔵品 115,942 107,182

その他 845,340 747,433

貸倒引当金 △82,743 △70,278

流動資産合計 13,703,307 13,660,194

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※２
 3,453,699

※２
 2,990,341

機械装置及び運搬具（純額） ※２
 1,591,230 1,612,573

土地 ※２
 6,963,723

※２
 3,798,180

その他（純額） 605,813 491,601

有形固定資産合計 ※１
 12,614,466

※１
 8,892,696

無形固定資産 ※５
 578,817

※５
 421,232

投資その他の資産

投資有価証券 ※２
 1,495,158

※２
 1,816,056

その他 1,197,702 1,357,361

貸倒引当金 △105,277 △103,414

投資その他の資産合計 2,587,583 3,070,002

固定資産合計 15,780,868 12,383,931

資産合計 29,484,175 26,044,125
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※２, ※６
 6,380,999

※２
 6,348,754

短期借入金 ※２
 6,574,595

※２
 7,318,891

1年内償還予定の社債 200,000 －

未払法人税等 91,652 321,705

賞与引当金 171,561 323,298

役員賞与引当金 － 14,500

その他 ※２
 984,903

※２
 929,861

流動負債合計 14,403,712 15,257,010

固定負債

社債 － 200,000

長期借入金 ※２
 5,138,439

※２
 679,477

退職給付引当金 1,426,344 1,411,739

役員退職慰労引当金 413,513 429,323

負ののれん 321,451 402,397

その他 456,123 ※２
 213,123

固定負債合計 7,755,871 3,336,061

負債合計 22,159,583 18,593,072

純資産の部

株主資本

資本金 2,261,000 2,261,000

資本剰余金 905,452 905,452

利益剰余金 2,805,767 2,906,319

自己株式 △7,853 △13,072

株主資本合計 5,964,366 6,059,699

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △8,292 32,288

評価・換算差額等合計 △8,292 32,288

少数株主持分 1,368,517 1,359,065

純資産合計 7,324,591 7,451,053

負債純資産合計 29,484,175 26,044,125
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 27,794,252

売上原価 20,285,249

売上総利益 7,509,003

販売費及び一般管理費 ※１
 6,919,398

営業利益 589,604

営業外収益

受取利息 8,929

受取配当金 11,767

受取賃貸料 68,337

持分法による投資利益 41,490

負ののれん償却額 95,267

その他 73,313

営業外収益合計 299,106

営業外費用

支払利息 166,527

手形売却損 25,138

賃貸費用 17,958

その他 6,754

営業外費用合計 216,379

経常利益 672,332

特別利益

固定資産売却益 18,007

投資有価証券売却益 30,334

受取保険金 30,000

保険解約返戻金 2,166

関係会社清算益 10,943

特別利益合計 91,451

特別損失

固定資産除売却損 16,888

減損損失 3,822

投資有価証券売却損 9,448

投資有価証券評価損 69,041

特別損失合計 99,201

税金等調整前四半期純利益 664,582

法人税等 ※２
 281,551

少数株主利益 54,196

四半期純利益 328,834
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

売上高 9,290,791

売上原価 6,813,367

売上総利益 2,477,423

販売費及び一般管理費 ※１
 2,275,929

営業利益 201,494

営業外収益

受取利息 2,416

受取配当金 3,759

受取賃貸料 23,778

持分法による投資利益 7,391

負ののれん償却額 33,791

その他 20,412

営業外収益合計 91,549

営業外費用

支払利息 66,049

手形売却損 7,065

賃貸費用 5,964

その他 3,716

営業外費用合計 82,795

経常利益 210,248

特別利益

固定資産売却益 5,554

特別利益合計 5,554

特別損失

固定資産除売却損 1,196

投資有価証券売却損 5

投資有価証券評価損 66,541

特別損失合計 67,743

税金等調整前四半期純利益 148,058

法人税等 ※２
 62,679

少数株主利益 10,245

四半期純利益 75,133
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 664,582

減価償却費 771,482

減損損失 3,822

負ののれん償却額 △95,267

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,604

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △15,810

貸倒引当金の増減額（△は減少） 14,326

賞与引当金の増減額（△は減少） △151,736

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △14,500

受取利息及び受取配当金 △20,697

支払利息 166,527

持分法による投資損益（△は益） △41,490

投資有価証券売却損益（△は益） △30,334

投資有価証券評価損益（△は益） 69,041

固定資産売却損益（△は益） △18,007

固定資産除売却損益（△は益） 16,888

売上債権の増減額（△は増加） 388,279

たな卸資産の増減額（△は増加） △155,168

仕入債務の増減額（△は減少） 31,660

差入保証金の増減額（△は増加） 64,927

その他 20,875

小計 1,684,006

利息及び配当金の受取額 24,188

利息の支払額 △157,246

法人税等の支払額 △529,715

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,021,232

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △141,189

定期預金の払戻による収入 73,110

有価証券の取得による支出 △5,608

有価証券の償還による収入 11,466

有形固定資産の取得による支出 △4,362,233

有形固定資産の売却による収入 60,067

無形固定資産の取得による支出 △41,390

投資有価証券の取得による支出 △261,580

投資有価証券の売却による収入 61,923

貸付けによる支出 △25,517

貸付金の回収による収入 57,349

子会社株式の取得による支出 △31,035

その他 18,566

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,586,072

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 2,014,840

短期借入金の返済による支出 △3,930,140

長期借入れによる収入 5,903,500

長期借入金の返済による支出 △273,533

少数株主への配当金の支払額 △18,819

その他 △24,733

財務活動によるキャッシュ・フロー 3,671,113

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 106,273

現金及び現金同等物の期首残高 2,796,682
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新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 25,935

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,928,892
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　持分法適用の範囲の変更

第１四半期連結会計期間から、平成20年４月30日に解散した日本海アセチレン株式会社を持分法の適用範囲か

ら除外しております。

　第２四半期連結会計期間から、当社が保有しております仙台熔材株式会社の株式の一部を無議決権株式へ転換

したことにより、議決権所有割合が減少した仙台熔材株式会社を持分法の適用範囲から除外しております。

 

２　会計方針の変更

　(1) 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法（収益性の低下による簿価切下げの

方法）に変更しております。

　この変更に伴う損益に与える影響はありません。

 
　(2) リース取引に関する会計基準等の適用

「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成５年６月17日　最終改正平成19年３月30日　企業

会計基準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成６年１月18日　

最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号）を第１四半期連結会計期間から早期適用し、所有権

移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取

引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法によっ

ております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取

引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。

　これにより、従来の方法によった場合に比べて、リース資産が有形固定資産に145,139千円、無形固定資産に

192,411千円計上されておりますが、損益に与える影響はありません。
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【簡便な会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化がな

いと認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

　

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿

価切下げを行う方法によっております。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法に

よっております。

　 

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状

況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プラン

ニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日)

　税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額
15,186,318千円

　

※１　有形固定資産の減価償却累計額
14,769,921千円

　
※２　担保資産及び担保付債務
　(1)担保に供している資産

担保に供されている資産について、事業の運営に
おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の
末日に比べて著しい変動が認められるものは次の
とおりであります。

建物及び構築物
1,169,169千円

(828,108)

機械装置及び運搬具
380,856

(380,856)

土地
5,260,426

(3,713,132)

投資有価証券 170,882

計
6,981,334

(4,922,096)
 
　(2)担保付債務

買掛金 131,752千円

未払金(流動負債

「その他」)
3,058

短期借入金 323,468

長期借入金 592,930

計 1,051,209

　上記の（　）書きは工場財団抵当を示しておりま
す。
  なお、上記の担保に供している資産のうち、工場
財団(4,922,096千円)及び担保提出予定資産の土地
(358,044千円)は、平成21年１月以降に抵当権が設
定される見込みであり、長期借入金5,550,000千円
の担保に供する予定であります。

 

※２　担保資産及び担保付債務
　(1)担保に供している資産

建物及び構築物 318,874千円

土地 1,159,294

投資有価証券 170,908

計 1,649,076
 
　(2)担保付債務

買掛金 191,896千円

未払金(流動負債

「その他」)
5,040

短期借入金 218,157

長期借入金 546,582

長期未払金(固定負

債「その他」)
1,798

計 963,473
 

　３　偶発債務
　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に

　対して、次のとおり保証予約を行っております。

　３　偶発債務
　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に

　対して、次のとおり債務保証を行っております。

㈱福島共同ガス

センター
99,500千円

八戸液酸㈱ 22,500

計 122,000

八戸液酸㈱ 15,000千円

東邦スワン㈱ 9,500

計 24,500
　　
　　上記のほか、下記の会社の金融機関からの借入に
　ついて保証予約を行っております。

㈱福島共同ガス

センター
110,750千円

八戸液酸㈱ 26,500

計 137,250
　 　

※４　手形割引高及び裏書譲渡高
　受取手形割引高　　　 　　　　　825,429千円

※４　手形割引高及び裏書譲渡高
　受取手形割引高　　　 　　　　1,025,936千円

　 　 受取手形裏書譲渡高　  　　      10,000
　 　

※５　無形固定資産の中にはのれん113,561千円が含まれ
　　ております。

※５　無形固定資産の中にはのれん131,959千円が含まれ
　　ております。
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当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

※６　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ
　　いては、手形交換日をもって決済処理しておりま
　　す。
　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関
　　の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日
　　満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて
　　おります。

受取手形　　　　 　　　　627,202千円

支払手形　　　 　  　　　208,369千円

――――
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 1,101,274千円

容器維持費 90,666

貸倒引当金繰入額 30,250

給与・賞与 2,535,720

賞与引当金繰入額 163,465

退職給付費用 189,261

役員退職慰労引当

金繰入額
62,149

福利厚生費 409,974

減価償却費 541,609

租税公課 202,552

賃借料 330,524

旅費交通費 171,131

消耗品費 178,447

支払手数料 228,350

 

※２　当第３四半期連結累計期間における税金費用につい

ては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に

より計算しているため、法人税等調整額は、「法人税

等」に含めて表示しております。

　

第３四半期連結会計期間

　
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

運搬費 367,140千円

容器維持費 34,508

貸倒引当金繰入額 6,781

給与・賞与 1,055,154

賞与引当金繰入額 △149,156

役員賞与引当金繰

入額
△12,200

退職給付費用 61,055

役員退職慰労引当

金繰入額
16,513

福利厚生費 146,723

減価償却費 195,103

租税公課 67,388

賃借料 98,335

旅費交通費 51,104

消耗品費 53,503

支払手数料 75,847

 

※２　当第３四半期連結会計期間における税金費用につい

ては、四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理に

より計算しているため、法人税等調整額は、「法人税

等」に含めて表示しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 3,071,521千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △142,629   

現金及び現金同等物
2,928,892   　

　

　

(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　

至　平成20年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 35,020,000

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 75,971

　

３　新株予約権等に関する事項

　　　該当事項はありません。
　
４　配当に関する事項
　　　　該当事項はありません。
　　　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

第２四半期連結会計期間から、当社が保有しております仙台熔材株式会社の株式の一部を無議決権

株式へ転換したことにより議決権所有割合が減少し、関連会社に該当しなくなった仙台熔材株式会社

を持分法の適用範囲から除外しております。これにより、利益剰余金が436,649千円減少しております。
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(リース取引関係)

当第３四半期連結会計期間(自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日)

「リース取引に関する会計基準」を第１四半期連結会計期間から早期適用し、所有権移転外ファイ

ナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から通常の売買取引

に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常

の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しておりますが、当四半期連結会計期間に

おけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりま

せん。

 

(有価証券関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成20年12月31日)

デリバティブ取引については、ヘッジ会計を適用しているため、注記を省略しております。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）
(単位：千円)

　

ガス関連
事業

器具器材
関連事業

その他事業 計
消去又は
全社

連結

 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

6,300,3312,609,918380,5419,290,791 ― 9,290,791

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 6,300,3312,609,918380,5419,290,791 ― 9,290,791

 営業利益又は営業損失(△) 454,140△6,818 4,860 452,182(250,687)201,494

　
(注) １　事業区分の方法

当社の事業区分は、製品・商品の種類を基準区分として、ガス関連、器具器材関連、その他に分けております。

　　 ２　各事業区分の主要製品・商品

事業区分 主要製品・商品

ガス関連事業
溶解アセチレン、酸素、窒素、液化石油ガス、都市ガス、水素、アルゴン、炭酸ガス、灯
油、その他ガス

器具器材関連事業 溶接切断器具、生活関連器具、容器、溶接材料

その他事業 医療機械、建設工事、機械(製氷・冷凍機械等)、自動車関連機器

　

当第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）
(単位：千円)

　

ガス関連
事業

器具器材
関連事業

その他事業 計
消去又は
全社

連結

 売上高

(1) 外部顧客に
対する売上高

18,408,3958,229,4881,156,36927,794,252 ― 27,794,252

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 18,408,3958,229,4881,156,36927,794,252 ― 27,794,252

 営業利益又は営業損失(△) 1,344,85017,715△3,7861,358,779(769,174)589,604

　
(注) １　事業区分の方法

当社の事業区分は、製品・商品の種類を基準区分として、ガス関連、器具器材関連、その他に分けております。

　　 ２　各事業区分の主要製品・商品

事業区分 主要製品・商品

ガス関連事業
溶解アセチレン、酸素、窒素、液化石油ガス、都市ガス、水素、アルゴン、炭酸ガス、灯
油、その他ガス

器具器材関連事業 溶接切断器具、生活関連器具、容器、溶接材料

その他事業 医療機械、建設工事、機械(製氷・冷凍機械等)、自動車関連機器

　　 ３　セグメント別資産の著しい金額の変動

当第３四半期連結累計期間において、当社が有限会社常栄興産より賃借しておりました固定資産を取得した

ことに伴い、ガス関連事業の資産は、前連結会計年度末に比べて3,210,557千円増加しております。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累

計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

　全セグメントの売上高の合計額はすべて「本邦」であるため、所在地別セグメント情報の記載は行って

おりません。

　

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日　至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累

計期間（自 平成20年４月１日　至 平成20年12月31日）

　海外売上高がないため該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

170.45円 174.63円

　(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末
(平成20年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 7,324,591 7,451,053

普通株式に係る純資産額(千円) 5,956,074 6,091,988

純資産の部の合計額から控除する金額
(千円)
　少数株主持分 1,368,517 1,359,065

普通株式の発行済株式数(千株) 35,020 35,020

普通株式の自己株式数(千株) 75 134

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(千株)

34,944 34,885

　

２　１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　　第３四半期連結累計期間
　

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 9.42円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎　

項目
当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 328,834

普通株式に係る四半期純利益(千円) 328,834

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 34,925
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　　第３四半期連結会計期間
　

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

１株当たり四半期純利益 2.15円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 ―円

(注)　１　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　　　２　１株当たり四半期純利益の算定上の基礎　

項目
当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日 
  至　平成20年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 75,133

普通株式に係る四半期純利益(千円) 75,133

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 34,944

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

第75期（平成20年４月１日から平成21年３月31日まで）中間配当については、平成20年10月24日開催

の取締役会において、これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月10日

東邦アセチレン株式会社

取締役会　御中

　

あ ず さ 監 査 法 人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　笛　木　忠　男　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　杉　山　昌　明　㊞

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　柏　嵜　周　弘　㊞

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている東邦

アセチレン株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期

間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、東邦アセチレン株式会社及び連結子会社の平

成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期

間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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